













































 具体的な例として、図-1 のように斜面に補強材を敷設した場合、無補強の図-2 と比べて、
図-3 のように降伏領域を拡大することにより安全率 Fs を向上させることを示した。図-4 の































































0.0 20.0 40.0 60.0
土圧応力 (kN/m2)
鉛
直
高
さ
 (
m)
実験(擁壁完成)
Coulomb解
解析
実験(上載荷重載荷)
Coulomb解
解析
図-４ 補強土擁壁の断面
53.0
51.0
m8
m5.0
基礎コンクリート(厚さ 0.2m) 
10m
上載盛土(砕石) 9.8kN/m2
安定補助材(l=1m)
0.5=5.1
×5
5.2=5.0
×5
裏込め砕石
置換え砕石 
(厚さ 0.2～0.4m)
コンクリート
ブロック
ート
主補強材(l=6m) 
根固めコンクリ
